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新旧対照表 

○地方独立行政法人神奈川県立病院機構 令和６年度業務実績評価書（案） 

 

新 旧 備考 

修正① 

Ｐ２ 

２ 全体評価 

（項目別評価の結果） 

 

Ｐ２ 

２ 全体評価 

（項目別評価の結果） 

 第１回評価委員会で委員から頂戴した

意見を受けて、小項目18の評価をＢ評価

からＡ評価へ、小項目24の評価をＣ評価

からＢ評価へ修正しました。 

 そのため、評価の変更を反映して項目

数の修正をしています。 

⑴ 大項目「県民に対して提供するサービスその他の業務

の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置」 

小項目33項目中17項目で年度計画を達成し、また、８

項目で年度計画を概ね達成した。一方で、７項目は年度

計画を下回り改善の余地があるが、１項目は、年度計画

を大幅に下回っていることから、大項目評価としては総

合的に判断してＢ評価（中期計画の達成に向けて概ね順

調な進捗状況にある）が妥当であると判断した。 

 

⑴ 大項目「県民に対して提供するサービスその他の業務

の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置」 

小項目33項目中16項目で年度計画を達成し、また、８

項目で年度計画を概ね達成した。一方で、８項目は年度

計画を下回り改善の余地があるが、１項目は、年度計画

を大幅に下回っていることから、大項目評価としては総

合的に判断してＢ評価（中期計画の達成に向けて概ね順

調な進捗状況にある）が妥当であると判断した。 

修正② 

Ｐ２ 

（業務実績の検証) 

 

Ｐ２ 

（業務実績の検証) 

 第１回評価員会で委員から頂戴した、

「事務職員の確保は人手不足の中難しい

中、事務の遂行に努めている」といった

御意見を受け、記載を修正しました。  一方で、足柄上病院では常勤医師の不足に伴い、新入院

患者数や病床稼働率が減少したほか、病院機構全体でも専

攻医の採用が予定数を下回っており、人材の確保に課題が

残った。また、財務面では総損益が40億6,200万円のマイナ

スと、独法化以降最も厳しい結果となり、資金収支も前年

度期末比24億8,500万円の減となるなど、早急な経営改善の

取組が必要な状況となっている。 

 

一方で、足柄上病院では常勤医師の不足に伴い、新入院

患者数や病床稼働率が減少したほか、病院機構全体では専

攻医や事務職員の採用が予定数を下回っており、人材の確

保に課題が残った。また、財務面では総損益が40億6,200万

円のマイナスと、独法化以降最も厳しい結果となり、資金

収支も前年度期末比24億8,500万円の減となるなど、早急な

経営改善の取組が必要な状況となっている。 

参考資料１
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新 旧 備考 

修正③ 

Ｐ３ 

（評価結果一覧）項目別評価欄 

 

Ｐ３ 

（評価結果一覧）項目別評価欄 

修正①に同じ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大 項 目 評 価 小項目 

評価 

項目数 

１ 

県民に対して提

供するサービス

その他の業務の

質の向上に関す

る目標を達成す

るためとるべき

措置 

Ｂ 

中期計画の達

成に向けて概

ね順調な進捗

状況にある。 

Ｓ ０ 

Ａ 17 

Ｂ ８ 

Ｃ ７ 

Ｄ １ 

項目数 

計 

33 

 

大 項 目 評 価 小項目 

評価 

項目数 

１ 

県民に対して提

供するサービス

その他の業務の

質の向上に関す

る目標を達成す

るためとるべき

措置 

Ｂ 

中期計画の達

成に向けて概

ね順調な進捗

状況にある。 

Ｓ ０ 

Ａ 16 

Ｂ ８ 

Ｃ ８ 

Ｄ １ 

項目数 

計 

33 

 

修正④ 

Ｐ５ 

３ 大項目評価 

(1)大項目「県民に対して提供するサービスその他の業務の

質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置」 

（評価結果と判断理由） 

 

Ｐ５ 

３ 大項目評価 

(1)大項目「県民に対して提供するサービスその他の業務の

質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置」 

（評価結果と判断理由） 

 修正①に同じ。 

「質の高い医療の提供」、「質の高い医療を提供するた

めの基盤整備」、「患者や家族、地域から信頼される医療

の提供」及び「県の施策との連携」の４つの面における取

組をそれぞれ検証したところ、小項目33項目中17項目で年

度計画を達成し、また、８項目で年度計画を概ね達成した。

一方で、７項目は年度計画を下回り改善の余地があるこ

と、１項目は年度計画を大幅に下回ったことから、大項目

評価としてはＢ評価が妥当であると判断した。 

 

「質の高い医療の提供」、「質の高い医療を提供するた

めの基盤整備」、「患者や家族、地域から信頼される医療

の提供」及び「県の施策との連携」の４つの面における取

組をそれぞれ検証したところ、小項目33項目中16項目で年

度計画を達成し、また、８項目で年度計画を概ね達成した。

一方で、８項目は年度計画を下回り改善の余地があるこ

と、１項目は年度計画を大幅に下回ったことから、大項目

評価としてはＢ評価が妥当であると判断した。 
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新 旧 備考 

修正⑤ 

Ｐ６ 

（小項目評価の主な内容) 

 

Ｐ６ 

（小項目評価の主な内容) 

 小項目24の評価をＣ評価からＢ評価へ

変更したことにより、病院機構の自己評

価と県の評価が一致したため、小項目24

についての記載を削除しました。 ・病院機構の自己評価との相違等が認められた主な事項 ・病院機構の自己評価との相違等が認められた主な事項 

（削除） 臨床研究の推進（小項目24）について、昨年度課題に挙

げていた「研究倫理審査システム」の整備について、シス

テムを導入し、各病院の研究倫理審査委員会における審査

フローや申請様式等の統一に向けた調整を行うことによ

り、円滑なシステム運用の整備に努めたことが認められ

る。一方で、治験受託件数、医師主導型を含む臨床試験件

数及び英語論文件数のいずれについても、概ね目標値を達

成してはいるものの、病院別に見ると目標値を大きく下回

った項目もあり、Ｄ評価も昨年度から一つ増加したことか

ら、総合的に判断し、Ｃ評価とした。 

 

修正⑥ 

Ｐ９ 

４ 評価委員会からの意見、指摘等 

(1) 令和７年度神奈川県地方独立行政法人神奈川県立病院

機構評価委員会委員 

 

Ｐ９ 

４ 評価委員会からの意見、指摘等 

(1) 令和７年度神奈川県地方独立行政法人神奈川県立病院

機構評価委員会委員 

第１回評価委員会で、委員長の選出、

副委員長の指名が行われたことを受け、

記載内容及び記載順を変更しました。 

 委員長  河原 和夫（医療法人財団利定会大久野病院

理事・院長） 

副委員長 宮川 弘一（神奈川県医師会副会長） 

委員   渋谷 恵（認定NPO法人ささえあい医療人権セ

ンターCOML委員バンク登録会員） 

委員   菅 泰博（神奈川県病院協会副会長） 

委員   髙橋 貢子（公認会計士） 

委員   本舘 教子（神奈川県看護協会会長） 

 

委員  河原 和夫（医療法人財団利定会大久野病院理

事・院長） 

委員  渋谷 恵（認定NPO法人ささえあい医療人権セン

ターCOML委員バンク登録会員） 

委員  菅 泰博（神奈川県病院協会副会長） 

委員  髙橋 貢子（公認会計士） 

委員  宮川 弘一（神奈川県医師会副会長） 

委員  本舘 教子（神奈川県看護協会会長） 
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新 旧 備考 

修正⑦ 

Ｐ９ 

４ 評価委員会からの意見、指摘等 

(4) 各委員からの主な意見 

 

旧Ｐ10 

４ 評価委員会からの意見、指摘等 

(4) 各委員からの主な意見 

 第１回評価委員会で御意見を頂戴した

ものについて記載しました。 

<令和７年８月１日（金）開催時> 

小項目18（人材の確保と育成 医療技術職員・事務職員の

人材確保） 

 県評価案のＢ評価について 

・ 人材の確保、特に事務職員の確保は人手不足の中難

しいと思われるが、人手不足の中でも、事務の遂行

に努めていると思われる。それを踏まえてＡ評価と

してもよいのではないか。 

小項目24（臨床研究の推進） 

 県評価案のＣ評価について 

・  病院ごとの実績数などから県はＣ評価としたと思

うが、治験受託件数の全体の実績値が増加している

のであれば、Ｂ評価としてもよいのではないか。 

 

（新規） 

修正⑧ 

Ｐ10 

(5) 委員の意見を受けて評価を変更した項目 

 

 

 

「(4)各委員からの主な意見」を受け

て、評価を変更した項目について、左記

のとおり記載しました。 

・ 小項目18（人材の確保と育成 医療技術職員・事務

職員の人材確保）について、委員の意見を受けて、

Ｂ評価からＡ評価へ変更した。 

・ 小項目24（臨床研究の推進）について、委員の意見

を受けて、Ｃ評価からＢ評価へ変更した。 

 

（新規） 

 


